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１．研究計画の概要 
 キジ目ナンベイウズラ科に分類される新
世界ウズラであるコリンウズラ（Colinus 
virginianus）とキジ目キジ科に分類される
旧世界ウズラであるヒメウズラ（Coturnix 
chinensis ）とニホンウズラ（ Coturnix 
japonica）を広くライフサイエンスのため及
び発生工学研究用の実験動物として開発・確
立することを目的とする。実験動物の開発を
行う場合，最も重要なことは，その種の全発
生過程の解明，繁殖の統御，遺伝的特製の把
握，ならびに遺伝的プロファイルの明らかな
系統の造成である。本研究では (1)胚の全発
生段階表を作成して，それぞれの動物種の発
生段階が基準となっているニワトリ胚発生
段階との対比が容易にできるようにする。 
(2)クローズドコロニーの作出，系統造成を
して，広く研究者が使用できるようにする。
(3)胚培養法の開発と確立をして，広く発生
工学・遺伝子工学研究に用いることができる
ようにする。 (4)始原生殖細胞の異属及び異
種間移植による発現の追跡を試み，導入細胞
の系譜追跡，減数分裂，配偶子形成の分化過
程を調べる。(5)染色体を比較する。 
 
２．研究の進捗状況 
ヒメウズラ，コリンウズラの体外培養系を構
築し，孵化に成功した。コリンウズラとニホ
ンウズラのゲノムを識別できる PCRシステム
を開発した。染色体レベルではニホンウズラ
とニワトリは構造やその特徴において類似
点が多いが，コリンウズラとの間には構造変
化が起こっており，染色体を構成する反復配

列も大きく異なっていた。 
コリンウズラの雌雄識別のために性特異的
ＰＣＲプライマーを用いた雌雄鑑別を実用
化した。それぞれのウズラの生物学的類似性，
異質性の一部が明らかにされたのでコリン
ウズラは新規実験動物として有用であるこ
とが示唆された。          
 
３．現在までの達成度 
①おおむね順調に進展している。ヒメウズラ
およびコリンウズラの胚の発生段階はニワ
トリと比較して対応させた。培養システムは
完成させたが更なる効率化が必要である。動
物種及び雌雄を特定する PCRシステムを構築
した。新世界ウズラと旧世界ウズラの染色地
構成は相違点が多いという予備的観察結果
を得た。 
 
４．今後の研究の推進方策 
新世界ウズラと旧世界ウズラの間で染色体
レベルでの違いを観察するとともに，PCR に
よる識別を用いて生殖細胞を移植した際の
動態を観察する。 
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